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令和７年度 矢野川中学校の教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

                     

 

 

 

 

  

    

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成  

めざす生徒 

◇ よく考え、工夫する生徒 

◇ 思いやりがあり、助け合う生徒 

◇ 気品があり、やり抜く生徒 

◇ 体力、気力のあふれる生徒 

めざす学校 

教師も生徒も『協働』し、共に高め合う学校 

○一人一人がいきる学校 

○ふれあいのある学校 

○家庭・地域に開かれた学校 

めざす教師 

使命感と誇りをもち、互いに協働する教師 

〇心身ともに健康で、人間性豊かな教師 

〇指導力向上に努める教師 

〇専門性を高め、信頼される教師 

本年度の重点努力目標 

１ 確かな学力の育成 

２ 自立的・実践的な態度の育成 

３ 豊かな心・人間関係力の育成 

４ 教科授業・体験活動を通した幼小中一貫教育 

５ 保護者・地域に信頼される学校づくり 

・主体的・対話的で深い学びの実践 

・ICT機器の計画的・継続的、効果的な活用 

・家庭学習の質的・量的充実 

・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝﾉ授業づくり 

・学習環境の整備・充実 

確かな学力の育成 

 

自立的・実践的な態度の育成 

 
・体験活動・学校行事の充実 

・達成感・満足感を味あわせる指導 

・生徒と教師の心のふれあいの深化 

・内面的理解に基づく生徒指導 

・ともに汗を流す部活動 

『対話的な学び』の場面の工夫 

 

豊かな心・人間関係力の育成 

 
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力と精神的たくましさの育成 

・奉仕・命の大切さ・思いやりの心の育成 

・いじめ、不登校を生まない学校づくりの推進 

・人権・道徳教育、キャリア教育、読書活動

の推進 

保幼小中一貫教育の推進 

 
・小学生の体験活動の機会 

・幼小中の共通理解・共通課題の共有 

・小から中へ円滑な移行の促進 

・豊かな人間性の形成・学力の向上 

・保護者地域へ

の情報発信 

・地域活動への

積極的参加 

・学校運営の改

善の推進 

・学校評価や学

校評議員の意

見の活用 


